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論 文 内 容 の 要 旨 






り凍結切片を作成した。この切片を用いて、舌下神経運動ニューロンでの PI3K mRNAの発現変動を in situ 
hybridization法、及び免疫組織学的手法にて解析した。さらに、手術後7日目にラットの健常側と損傷側の
舌下神経核を顕微鏡下で切り出し、RT-PCR法による発現変動の解析を行った。 








論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
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 本論文は、運動神経再生時に作用するPI3Kの調節サブユニットは、一般的に用いられている p85 ではなく
p55αであることを初めて同定したものであり、将来的には神経再生医療への応用が期待できる。よって、本研
究は博士（医学）の学位を授与されるに値すると認められた。 
